
贈与税とは
贈与税という税金は、個人から財産

をもらったときにかかる税金です。贈
与を行う人を贈与者、贈与を受ける人
を受贈者といいます。
贈与税は、受贈者が申告して納税

する義務があります。通常の課税方式
では、1月から12月までの1年間で贈
与を受けた金額が110万円以下であ
れば贈与税はかかりません。所得税に
はたくさんの所得控除が設けられて
いますが、贈与税は110万円の基礎
控除だけです。

110万円の基礎控除
父親と母親から、それぞれ、200万

円と100万円の贈与を受けたとしまし
ょう。110万円はそれぞれ差し引いて
よいのでしょうか。
答えは「NO」です。110万円は受贈

者単位で差し引きますから、贈与を受
けた金額の合計から、一度だけ、110
万円を差し引くことができます。
しかし、逆に考えれば、110万円の
基礎控除内であれば、贈与税を負担
することなく（確定申告も不要です）、
子や孫に資産を贈与することができ

るわけです。
計画的に
次の世代に
資産を移し
たいとき贈与
は魅力的な
手段です。

相続と贈与
一定の資産がある人にとって、相続
税対策は大切ですが、人が亡くなって
からできる相続税対策は本当に限ら
れています。
むしろ、数十年かけて資産を子や
孫の代に計画的に移転しておくことが
相続税対策になるのです。その時に必
要になるのが贈与であり、贈与の効果
を測るためには贈与税の知識が必要
なのです。
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1ランク上のシニアライフの話  

相続の手前に贈与がある 
贈与税は大切

贈与税という税金は、故人
から財産をもらったときに
かかる税金です。贈与税は
受贈者が納める税金で、
110万円の基礎控除が設定
されています

1 基礎控除は、受贈者単位で
110万円を控除するしくみ
です。逆に考えれば、毎年
110万円までは贈与税を支
払うことなく、子や孫に資産
を移転できるのです

2 相続税の節税を考える人は
少なくありません。そして、
相続税の節税を考えるので
あれば、贈与を使って、早期
から資産の引継ぎを考える
とよいでしょう

3

ライフプランに関する相談はお気軽に

父親と母親から贈与を受けた

贈与
200万円

贈与
100万円

（300万円－110万円）×15%
－10万円＝18.5万円

贈与税額の計算


